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海
　
外
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八
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濠
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山
　
本
　
一
　
清

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）

四
月
．
一
日
（
火
）

　
こ
㌧
に
ハ
ー
ト
フ
オ
ド
榊
學
校
の
寄
宿
舎
の
一
室
Q
昨
夜
か
ら
岩
上
、
横
田

雨
…
君
　
箏
曲
㎜
り
白
藍
り
て
．
定
・
り
一
証
賄
り
誠
阿
し
て
新
年
た
迎
へ
糞
O
午
前
二
時
床
，

に
入
る
。

　
七
時
起
床
）
横
田
君
の
案
内
で
、
食
事
の
後
、
暴
富
の
乗
り
揚
ま
で
歩
き
、

入
時
九
分
護
に
乗
っ
て
雪
空
の
寒
さ
の
中
た
、
ミ
ド
ル
・
タ
ウ
ン
市
の
ウ
エ
ス

ソ
イ
ヤ
ン
大
學
に
天
丈
蔓
潜
訪
ふ
。
ス
ロ
ー
カ
ム
壷
長
に
迎
え
ら
れ
、
新
し
い

建
築
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
、
閥
書
室
、
地
下
馬
験
室
、
。
子
午
撫
室
、
爲
眞
測
定
室
、

二
十
吋
赤
道
儀
ド
ー
ム
の
順
に
案
内
し
で
、
貰
ふ
〇
二
十
吋
の
接
眼
部
や
其
他
、

建
築
の
外
側
た
二
三
圏
カ
メ
ラ
に
牧
め
公
。
概
馨
す
る
に
、
此
の
天
即
吟
ば
維

て
の
設
備
が
ヤ
ー
キ
ー
ス
を
小
さ
く
し
れ
や
う
な
も
の
で
，
大
ド
ー
ム
の
床
の

上
り
下
り
ま
で
、
誠
に
好
く
出
來
て
る
る
。
、
し
か
し
、
新
し
迅
ぎ
て
、
實
齢
恥
室

ば
未
だ
使
に
れ
て
る
な
い
Q

　
正
午
、
姦
長
の
宅
で
御
馳
走
。
寮
長
匡
そ
れ
か
ら
並
行
に
出
掛
け
る
定
い
ふ
Q

自
分
に
之
の
電
車
線
に
よ
り
、
ハ
｝
ト
フ
ナ
ド
に
臨
る
。
，
途
々
、
メ
ー
ン
街
か

ら
プ
シ
ネ
ル
公
円
ロ
に
出
で
、
下
ラ
ベ
ラ
ー
塔
や
カ
ビ
ト
ル
の
宣
召
県
た
根
｝
り
、
一
一
一

時
頃
、
又
、
寄
宿
會
に
餅
ろ
。

　
午
後
玉
時
三
十
五
分
、
爾
君
に
見
蓬
ら
れ
て
、
ユ
ニ
ナ
ン
停
車
揚
よ
り
乗
車

ヰ
リ
マ
ン
テ
ク
か
経
て
、
・
兀
時
瀞
ス
｝
ン
着
Q
九
時
置
†
ケ
ン
プ
リ
ヂ
に
麟
宅
、

正
月
の
土
産
物
一
ぼ
い
の
大
カ
バ
ン
か
引
す
つ
て
。

一
月
二
重
（
水
）

　
午
前
中
、
二
丈
壷
へ
行
つ
療
Q
や
に
り
、
皆
平
氣
で
勉
張
し
て
み
ろ
Q
（
昨
年

も
さ
う
だ
つ
れ
、
べ
一
で
Q
）
ア
メ
ー
ー
聖
人
に
「
御
正
月
レ
に
無
血
経
だ
フ
イ
。

　
正
午
、
宅
で
御
雑
煮
潜
親
ふ
。
重
れ
は
ニ
ウ
ヨ
i
〃
行
き
の
御
利
や
く
。
や

匡
り
之
れ
で
な
い
オ
日
本
人
に
い
け
な
い
も
の
虐
見
え
ろ
。
午
後
ぱ
ホ
可
デ
ー

♂
猫
り
決
め
に
決
め
て
新
聞
な
ご
巧
む
。

㎝
月
…
晶
B
（
木
）

　
ン
シ
ン
↑
ン
の
ア
ポ
ト
氏
へ
昨
一
秋
の
太
陽
…
研
究
の
報
出
口
の
獲
り
た
全
都
獲
逡

し
穴
〇
四
月
四
日
（
金
）

　
新
聞
で
、
京
都
の
海
老
名
琿
正
氏
が
來
着
ぜ
ら
れ
れ
書
聞
い
カ
も
の
だ
か
ら
、

今
朝
十
畔
坐
－
ボ
ス
ト
ン
の
ビ
ー
コ
ン
街
の
組
合
敏
犠
等
値
里
主
部
へ
行
つ
糞
。
ビ
レ

グ
リ
ム
室
で
婦
人
會
に
出
席
中
、
果
し
て
海
老
名
氏
來
揚
、
厩
本
定
震
災
に
つ

い
て
短
か
い
演
読
奄
ぜ
ら
れ
、
其
の
後
す
ぐ
｝
面
會
し
乳
O

　
午
後
ほ
天
丈
毫
で
讃
書
、

国
月
累
日
（
土
）

　
雪
で
寒
い
一
7
　

　
午
後
三
時
よ
リ
ボ
ス
ト
ン
の
ヴ
イ
グ
ト
リ
ア
。
ホ
テ
ル
へ
、
口
曳
協
會
の
薪

年
レ
セ
プ
シ
ヨ
、
．
・
に
招
か
れ
て
行
く
Q
（
英
子
ば
和
装
に
新
し
い
ケ
ー
プ
）
日
本

人
側
の
心
驕
者
に
海
老
名
氏
も
ゐ
ら
れ
カ
が
、
他
に
多
く
男
女
の
製
麺
で
あ
っ

索
が
、
此
の
機
會
に
多
く
の
友
人
が
鰐
來
六
。
　
　
五
時
牛
若
宅
。

　
夜
、
谷
川
氏
定
、
ミ
ス
井
上
ぜ
」
が
來
ら
れ
、
暫
く
話
す
O

　
天
丈
塵
で
カ
ン
ベ
ル
氏
の
談
に
よ
れ
ば
、
攣
光
星
観
測
者
會
の
報
晋
に
、
日

本
か
ら
ば
中
村
氏
の
外
に
宮
島
、
河
西
雨
氏
か
ら
も
來
力
由
9
大
に
喜
ん
で
居

ら
れ
カ
。

　
隔
月
宍
日
（
日
）

　
朝
、
源
度
十
入
度
（
華
氏
）
の
外
氣
源
で
あ
ろ
〇
九
騨
に
凹
き
糞
。
そ
れ
で
も

十
一
時
か
ら
ば
二
二
の
ア
プ
ル
下
ン
一
堂
へ
禮
舞
に
行
く
。

　
午
後
に
在
宅
、
讃
書
。

一
月
七
日
（
月
）

　
今
日
か
ら
艦
座
R
R
星
の
研
究
な
始
め
ろ
つ
も
り
で
あ
っ
六
が
、
二
者
の
A

B
星
の
仕
事
が
未
だ
少
し
獲
っ
て
み
ろ
の
で
其
の
方
為
や
つ
六
。
今
日
ま
で
に

一
三
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此
の
星
に
關
し
て
取
扱
つ
喪
穿
色
板
の
数
匡
約
一
千
八
百
枚
で
あ
る
Q

　
御
書
に
ば
、
日
本
式
に
、
七
草
粥
な
食
べ
糞
の
ば
乙
で
あ
っ
旗
り

　
午
後
、
天
文
婁
で
、
キ
ン
測
教
授
の
紹
介
に
よ
サ
、
ペ
ル
ー
か
ら
漏
ら
れ
た

ば
か
り
の
s
王
ベ
イ
リ
ー
教
授
に
出
會
つ
六
Q
七
十
歳
の
老
人
で
あ
ろ
か
ら
、

い
か
に
も
亡
肯
れ
ろ
鮪
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
元
氣
が
あ
っ
て
、
親
切
で
、
や

さ
し
く
て
、
好
い
人
で
あ
る
Q
四
年
前
、
自
分
ば
佐
々
木
恥
曝
の
電
報
た
曲
の

人
に
宛
て
㌔
打
つ
六
の
だ
一
そ
ん
な
事
も
話
し
距
。

　
英
子
ば
午
後
三
時
牛
頃
か
ら
キ
ン
グ
夫
入
ぜ
共
に
植
物
會
に
行
っ
た
。

悶
月
八
日
（
疲
）

　
朝
，
天
文
亙
で
、
艦
座
R
R
星
の
ブ
イ
〃
ド
た
捜
し
糞
。

　
午
後
三
時
牛
か
ら
、
大
學
の
セ
ミ
チ
ク
博
物
館
内
で
、
ラ
イ
ナ
ン
教
授
の
聖

地
パ
ソ
ス
チ
ナ
獲
掘
に
闘
…
す
ろ
講
演
を
吾
」
い
糞
Q
今
日
の
ば
筑
＝
圏
で
主
こ
し

て
聖
地
の
地
理
及
び
動
植
物
地
質
等
の
説
明
で
あ
っ
カ
。
盛
り
に
、
濁
逸
丈
化

構町

ｨ
寂
々
見
糞
Q
之
れ
し
μ
思
‘
ひ
が
㌫
∪
秘
…
い
山
気
派
｝
ヵ
♂
も
の
で
あ
る
。
陥
猷
州
へ
渡
う

ま
で
に
幾
度
も
此
れ
か
來
齪
し
て
勉
強
し
て
た
き
六
い
ビ
思
つ
カ
。

　
夜
八
時
よ
リ
エ
マ
！
ソ
ン
舘
で
エ
ー
ル
大
學
の
ダ
ニ
エ
ル
…
教
授
の
「
ア
メ
リ

カ
の
鐵
道
問
題
」
定
い
ふ
講
演
な
き
く
Q

潤
月
九
農
（
水
）

　
午
前
中
．
天
語
聾
で
艦
の
R
R
星
の
爲
塗
板
方
玲
．
査
で
b

　
午
後
ぽ
μ
講
岨
盤
口
Q
曲
央
子
ρ
μ
プ
ラ
ク
氏
宅
へ
押
酸
く
Q

一
日
や
日
（
木
）

　
此
の
一
＝
ご
日
非
常
に
濫
立
で
、
路
上
の
雪
ば
す
っ
か
り
浩
え
て
了
つ
六
〇
今

日
日
中
の
温
度
七
†
度
ロ

　
午
前
申
、
相
攣
ら
す
艦
座
R
R
星
の
爲
三
板
槍
査
Q

　
午
後
二
時
よ
リ
セ
ミ
チ
ル
博
物
舘
へ
行
き
、
暫
く
、
編
上
の
陳
列
品
奄
見
る

エ
ル
サ
ソ
ム
市
の
繊
、
型
ば
好
い
も
の
だ
ビ
思
つ
ナ
「
o
ラ
イ
ナ
ン
｛
教
授
の
講
演
に

三
時
牛
か
ら
で
、
主
書
し
て
サ
マ
リ
ア
市
に
於
け
る
一
九
〇
七
年
頃
の
ハ
ー
ゾ

ー
ド
大
遡
綴
掘
隊
の
婁
業
の
計
で
あ
っ
た
。
憤
れ
で
、
此
の
講
演
ば
研
究
報
告

書
獲
表
の
窪
念
講
演
亡
知
れ
六
Q
一
三
荏
後
、
肉
分
に
響
く
敏
授
オ
話
す
。
報

告
書
一
郡
四
十
弗
亡
き
い
て
驚
く
Q

三
二

　
夜
八
時
か
ら
、
プ
ラ
グ
氏
の
諾
意
に
よ
り
入
場
券
を
貰
っ
て
、
大
帝
記
念
舘

の
サ
ン
ダ
ー
ス
劇
場
で
ボ
ス
ト
ン
・
シ
ン
フ
ナ
ニ
イ
・
ナ
ー
ケ
ス
ト
ラ
w
き
く
。

四
月
や
剛
日
（
金
）

　
今
日
匡
大
風
雨
Q

　
午
前
中
、
天
城
盗
で
や
匡
り
櫨
．
座
R
R
星
の
爲
眞
穣
査
Q

　
夜
八
時
か
ら
天
文
蔓
公
開
。
ウ
エ
レ
ス
レ
イ
大
學
の
ダ
ン
カ
ン
数
授
が
「
星

雲
」
に
つ
い
て
際
演
々
し
六
。
同
氏
か
以
前
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
で
撮
つ
六
星
雲
爲

眞
な
ご
立
派
な
も
の
が
あ
っ
た
Q

㎜
月
十
・
㎜
闘
日
（
士
）

　
艦
座
R
R
星
の
射
的
々
蓮
日
検
査
し
て
、
ほ
ゴ
揃
つ
乳
の
で
、
編
目
ば
附
近

の
比
較
星
の
光
度
な
測
つ
カ
Q

㎜
月
南
關
親
日
（
日
）

　
朝
十
　
時
努
大
學
ア
プ
ル
下
ン
・
チ
ヤ
ペ
ツ
で
禮
拝
Q

　
夕
方
、
英
子
書
共
に
、
コ
ン
コ
ヨ
ド
通
り
の
E
S
キ
ン
グ
敦
触
毛
た
訪
問
、

二
三
十
分
い
ろ
く
の
話
し
か
し
て
韓
ろ
。

一
月
荒
蕪
日
ハ
跨
）

　
午
前
中
、
ミ
ス
・
ウ
ヅ
ビ
ニ
人
で
臆
座
R
R
星
の
穴
め
の
比
較
星
の
光
度
た

測
定
し
カ
Q

　
夕
方
、
五
時
よ
り
大
病
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
物
理
學
實
験
場
で
物
理
學
談
話
會
ミ

リ
ケ
ン
氏
が
一
バ
ン
ド
・
ス
ペ
ク
ト
ル
の
事
た
説
明
し
糞
。

　
午
後
八
時
か
ら
エ
マ
ー
ソ
ン
舘
で
、
ベ
ク
敏
授
の
教
會
音
樂
更
の
講
演
た
き

く
今
夜
ほ
主
に
十
二
三
世
紀
ま
で
の
頗
ろ
古
い
時
代
の
話
し
で
あ
っ
雲
が
、
亭

素
の
疑
問
が
解
け
力
瓢
か
多
く
、
大
に
興
味
が
あ
っ
六
。

国
貝
十
載
日
（
火
）

　
午
前
中
艦
座
R
R
星
の
光
度
な
匡
か
る
σ

　
午
後
三
乳
牛
か
ら
セ
ミ
チ
ク
博
物
舘
で
ラ
イ
ナ
7
教
授
の
第
三
囮
パ
レ
ス
チ

ナ
講
演
o
A
コ
ロ
ロ
の
題
ぱ
「
聖
書
テ
キ
ス
ト
証
明
ぜ
し
て
の
聖
｛
地
掻
掘
…
事
艶
米
」
i
英

子
も
重
量
し
カ
Q
席
に
日
本
人
好
き
の
一
婦
人
が
居
て
、
い
ろ
一
話
す
Q

　
夜
入
時
か
ら
ボ
ス
ト
ン
の
ロ
ー
エ
ル
學
院
に
於
．
け
る
ペ
リ
ナ
敏
授
の
講
演

「
申
央
ア
ジ
ア
更
」
の
第
一
同
為
き
く
Q
フ
ラ
ン
ス
な
ま
り
の
非
常
に
分
．
り
に
く
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い
英
語
で
あ
っ
六
が
、
幻
燈
欝
の
立
派
な
の
に
釣
ら
れ
て
聞
い
六
、
席
に
日
本

か
ら
蛉
つ
だ
ば
か
り
の
宣
教
師
が
ゐ
ら
れ
、
日
本
語
で
話
し
索
Q
　
昂
途
、

新
聞
で
、
日
本
に
再
び
地
震
が
あ
っ
六
・
．
ぎ
た
知
つ
索
。

一
月
十
六
日
（
水
）

　
午
後
、
突
然
、
室
住
氏
の
案
内
で
東
京
高
等
工
業
去
春
の
牧
田
敏
授
が
當
地

の
後
藤
田
氏
ミ
三
人
同
道
で
天
丈
盗
に
來
ら
れ
六
の
で
、
器
械
や
建
物
や
星
の

爲
眞
な
ご
々
一
通
り
見
ゼ
れ
Q
そ
れ
か
ら
一
行
ほ
ナ
・
バ
ー
ン
通
り
の
ク
レ
イ

ギ
ー
舘
（
詩
人
エ
マ
ー
ソ
ン
の
薔
宅
）
を
見
に
行
く
ぐ
」
言
吊
れ
る
か
ら
、
自
分
も

一
所
に
行
く
。

繭
月
十
七
日
（
木
）

　
櫨
座
R
R
星
の
光
度
に
つ
い
て
、
一
九
二
一
⊥
こ
ご
年
間
の
槍
轟
々
す
ま
し

糞
。
之
れ
に
よ
ろ
亡
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
の
注
文
の
第
二
最
小
光
度
期
に
見
つ
か

ら
な
い
O
実
ゴ
　
イ
ン
ネ
ス
の
出
し
六
週
期
が
誤
り
で
あ
っ
糞
こ
書
が
知
れ
六
9

　
午
後
三
時
牛
か
ら
セ
ミ
チ
ク
博
物
舘
で
ラ
イ
ナ
ン
教
授
の
最
終
の
講
演
た
き

く
、
題
ほ
「
エ
ル
サ
・
ム
ビ
其
の
將
來
－
で
、
少
し
ば
か
り
シ
オ
ン
蓮
動
の
説
明

も
あ
っ
譲
り

　
午
後
六
時
か
ら
、
　
シ
ヤ
プ
ン
イ
盈
授
置
共
に
，
招
か
れ
て
瀞
ス
ト
ン
市
一
氏
ク

ラ
ブ
の
酪
睨
餐
會
【
に
行
キ
㌔
、
　
（
ー
プ
氏
の
斡
一
言
で
㍉
食
後
、
自
分
ぽ
十
五
分
げ
n
か
．

り
演
読
た
し
六
》
其
の
結
び
に
、

「，

瘁
X
の
天
文
學
上
で
ば
國
亡
國
芒
の
境
界
な
ご
な
認
め
ま
ぜ
ん
）
若
し
，
日

本
人
や
ア
メ
切
二
人
の
み
な
ら
す
，
世
界
中
の
人
々
が
、
多
少
づ
、
で
も
天
文

家
に
な
ろ
な
ら
ば
、
今
日
紛
孚
の
種
に
な
っ
て
み
る
國
際
的
境
界
な
ご
に
無
く

な
っ
て
、
人
ば
皆
コ
ス
モ
ボ
リ
タ
ン
ピ
な
り
、
世
界
同
胞
の
理
想
な
實
硯
3
1
ろ

こ
芝
が
出
來
ま
す
。
　
　
私
の
一
つ
の
理
想
に
此
れ
で
あ
り
ま
す
．
」

噸
、
亭
常
の
持
論
た
吐
い
六
ぜ
こ
ろ
が
、
大
喝
釆
で
あ
っ
六
。
其
の
軒
別
の
大

講
堂
で
「
生
命
」
ピ
い
ふ
題
の
シ
ム
ボ
ツ
ウ
ム
に
シ
ヤ
プ
ソ
イ
、
ジ
エ
フ
レ
イ
、

レ
ー
キ
三
敏
授
が
、
浮
、
れ
↑
宇
宙
論
定
生
物
忘
ぜ
哲
學
の
方
面
か
ら
講
話
た

し
れ
Q
十
時
錦
宅
O

　
天
界
…
月
號
來
ろ
。

嘉
月
十
八
日
（
金
）

　
墨
汁
R
R
星
の
比
較
星
に
墾
益
々
や
つ
て
み
ろ
も
の
が
一
つ
見
つ
か
つ
索
。

　
夜
八
時
か
ら
ロ
ー
エ
ッ
學
院
で
ベ
リ
ナ
教
授
の
第
二
回
講
演
「
支
那
佛
教
史
一

な
き
く
。

輌
月
十
九
圓
∩
土
）

　
い
く
ら
検
査
し
て
見
て
も
、
艦
座
R
R
星
の
第
二
極
小
は
無
い
ら
し
い
。
少

々
い
．
や
に
な
っ
て
來
六
〇

帥
月
二
十
日
（
日
）

　
朝
十
時
牛
、
忘
れ
物
な
取
り
に
着
丈
蜜
へ
射
つ
れ
ら
キ
ン
グ
敏
授
が
來
て
る

ら
れ
六
。
そ
れ
か
ら
自
分
に
大
學
ア
プ
ル
ト
ン
會
堂
で
禮
拝
℃
シ
カ
ゴ
大
學
の

ソ
ア
ソ
ス
敷
授
が
，
愛
國
主
義
か
基
督
敷
主
義
か
し
ミ
い
ふ
題
の
工
面
し
、
強
く

宗
教
の
権
威
た
高
罰
」
表
。
　
　
式
後
、
藤
原
上
井
爾
氏
た
同
道
し
て
麟
宅
。

英
子
ぱ
一
同
に
う
ご
ん
か
作
っ
て
す
、
め
実
Q

　
　
　
ロ

　
異
方
、
夢
人
で
セ
ン
ト
ラ
ル
廣
場
ま
で
散
歩
。

］
月
二
十
嗣
日
（
月
）

　
正
午
、
宅
へ
食
事
に
昂
ろ
時
、
キ
ン
グ
教
授
に
つ
か
ま
り
、
「
一
寸
、
御
出
な

さ
い
、
見
ゼ
み
も
の
が
あ
り
ま
す
」
ε
言
は
れ
ろ
」
ま
」
に
、
敏
授
の
宅
F
入
っ

て
見
る
ε
、
「
近
頃
或
ろ
古
本
屋
で
さ
が
し
穴
の
で
す
－
ぞ
言
っ
て
、
」
六
〇
五

年
版
の
；
嬬
敏
詰
准
見
ゼ
ら
れ
六
Q

　
夕
方
、
散
歩
。
大
に
塞
い
。

嗣
月
回
鳳
十
二
日
ハ
火
）

　
今
日
も
艦
座
R
R
星
の
光
度
た
し
ら
べ
ナ
ρ
が
、
第
二
極
小
は
全
く
見
つ
か
ら

す
、
只
第
一
極
小
時
刻
の
移
浮
々
確
か
め
大
の
み
。

繭
月
二
十
三
日
（
水
）

　
朝
、
天
文
壷
の
圖
書
室
で
グ
リ
シ
教
授
ぜ
幽
會
ひ
、
レ
ン
ズ
製
造
家
ぜ
一
て

當
市
の
有
名
な
ナ
ル
バ
ン
・
ク
フ
ー
ク
及
び
其
の
會
肚
の
亭
に
つ
急
，
い
ろ

く
面
白
い
話
…
か
昏
か
さ
れ
穴
。
か
つ
て
出
盛
五
つ
癒
フ
ー
ナ
ー
氏
や
ス
エ
曲
7

一
氏
定
い
ひ
、
此
の
ク
ラ
ー
ク
氏
電
言
ひ
、
何
れ
も
、
天
丈
器
械
た
作
ろ
や
う

な
工
…
業
家
は
、
天
性
に
於
い
て
普
通
の
管
〃
業
家
　
ぜ
全
く
タ
イ
プ
の
違
ふ
ご
電
な

深
く
感
C
れ
。
彼
れ
等
に
金
儲
け
の
人
で
な
く
、
む
し
ろ
、
藝
愚
迷
で
あ
る
。
．

　
午
．
後
二
時
か
ら
、
英
子
ご
共
に
ボ
ス
ト
ン
行
奇
。
セ
ル
ヰ
ン
劇
場
で
目
下
大

三
三
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ｻ一

ﾌ
ジ
エ
ン
・
カ
ウ
ル
一
振
の
「
ロ
ミ
ナ
ミ
ジ
ュ
リ
ェ
ト
」
劇
か
脚
陶
ろ
9
舞
慮
訟

襲
飾
ば
新
味
が
あ
っ
て
好
い
ピ
思
つ
大
が
、
新
聞
で
書
毛
立
て
」
み
る
ほ
こ
の

俳
桟
で
に
な
い
定
見
ろ
〇

四
月
二
†
醐
巴
（
木
）

　
艦
座
R
R
星
1
1
止
め
、
次
ば
水
蛇
座
W
星
に
手
な
つ
け
る
Q
曲
の
星
が
一
九

〇
〇
年
以
來
殆
ん
ご
観
測
さ
れ
て
る
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
冑
分
の
調
査

ば
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
メ
リ
ル
氏
の
要
求
に
よ
っ
て
や
る
の
で
あ
ろ
が
、
ミ
に
か

く
、
此
の
星
の
光
度
差
も
週
期
も
光
度
曲
藻
薮
皆
殆
ん
ご
分
っ
て
る
な
い
。

　
今
日
、
夕
方
、
ハ
ー
バ
ー
．
ド
大
學
カ
レ
ン
ダ
ー
の
新
版
か
買
っ
て
、
始
め
て

ラ
イ
テ
ン
君
が
、
天
文
蔓
で
ば
ア
ス
ト
ロ
ノ
マ
ー
で
あ
り
、
大
學
で
ぽ
物
理
科

典
生
で
あ
ろ
こ
建
な
知
っ
た
ー
ー
な
る
ほ
こ
便
利
な
こ
ピ
が
出
梱
る
．

㎜
月
二
．
呼
磁
日
（
金
）

　
午
前
中
、
水
蛇
座
W
星
の
比
較
星
か
撰
定
Q

　
午
後
、
個
蜘
り
で
、
瀞
ス
ト
・
ン
へ
”
仔
毒
・
。
コ
ー
ン
ヒ
ル
一
二
n
り
の
㎜
閏
五
軒
の
ノ
古
本
屋

オ
パ
ー
グ
｝
遮
の
グ
ド
ス
ビ
ー
ド
店
ぐ
」
な
見
、
グ
ト
ス
ピ
ー
ド
ー
に
ロ
ー
エ
ル
蹴
人
・
叉

豪
年
報
第
三
滲
が
あ
っ
六
の
た
見
つ
け
六
〇

　
夕
食
に
室
佳
氏
か
招
く
。

咽
員
罵
浄
、
．
．
日
（
土
）

　
日
本
で
ほ
東
宮
御
成
婚
の
日
で
、
當
地
の
客
新
聞
も
爾
殿
下
の
御
肯
像
な
ご

出
し
－
、
み
ろ
）

　
自
分
艮
、
午
前
中
、
天
目
毫
で
水
蛇
座
W
星
の
比
較
屋
の
光
環
か
測
定
仁
六
Q

嗣
月
国
剛
牽
奮
躍
（
日
）

　
寒
く
て
、
午
前
中
匡
室
内
に
邪
心
Q

　
午
後
六
輝
、
招
か
れ
て
キ
ン
グ
敏
授
宅
で
晩
餐
な
い
乳
穿
く
Q
晩
餐
亡
言
っ

て
も
今
日
ほ
日
曜
だ
か
ら
、
皆
が
パ
ー
ロ
ア
に
集
ま
っ
て
、
膝
の
上
で
ス
ー
プ

秘
食
べ
穴
に
過
ぎ
な
い
o
i
一
こ
れ
で
も
好
い
も
の
だ
ナ
ア
ビ
思
ふ
。

臨
月
羅
令
八
日
（
月
）

　
御
膳
立
て
ほ
臓
來
糞
。
今
口
か
ら
水
蛇
の
W
星
た
測
り
始
め
る
。
星
の
南
緯

が
三
十
一
度
な
の
で
、
ケ
ン
プ
リ
ヂ
電
ア
レ
キ
パ
ビ
爾
所
で
の
爲
眞
が
利
用
し

得
ら
れ
ろ
．
そ
れ
だ
け
材
料
α
豊
富
だ
。

三
四

　
午
後
山
ハ
晶
貯
か
㌦
リ
ボ
ス
ト
ン
の
づ
ロ
ン
パ
ス
街
緬
…
…
川
亭
で
墨
・
士
二
日
の
晩
鰍
食
會
9

ヤ
ン
キ
ー
7
の
御
給
仕
で
す
き
や
き
ご
に
振
っ
て
み
る
Q
集
ま
う
も
の
鈴
木
丁

（
強
＼
野
村
，
室
住
、
中
井
、
仲
小
路
及
び
自
分
の
六
名
定
、
丁
度
叩
く
前
、

厭
州
か
ら
蹄
り
が
け
に
來
着
し
糞
鈴
木
（
義
）
、
金
尾
の
爾
氏
レ
十
二
時
近
く
ま

で
色
ん
な
戯
し
す
。

醐
月
ニ
や
鬼
日
（
火
〉

　
朝
、
室
佳
氏
來
訪
、
レ
デ
オ
の
事
や
、
一
般
の
最
近
物
理
上
の
色
々
な
問
題
…

に
、
つ
い
て
雑
談
し
十
一
晧
か
ら
天
丈
壷
に
出
か
け
て
、
水
蛇
の
W
星
た
測
ろ
Q

　
水
野
＋
里
氏
か
ら
年
賀
歌
Q

幽
月
震
喰
礪
一
水
）

　
朝
、
C
管
の
遺
訓
篇
眞
の
室
、
水
蛇
の
W
星
奄
測
り
に
行
っ
て
見
る
ε
、
机

の
上
に
、
東
宮
ご
良
子
爾
殿
下
の
檜
入
の
新
聞
託
翌
日
切
り
ね
い
て
置
い
て
み

る
．
f
一
・
ス
・
カ
ノ
ン
の
親
切
で
あ
っ
六
、

　
今
口
ば
大
に
暖
か
い
。

置
月
　
黒
噛
置
月
（
二
二

　
午
前
中
ふ
例
の
水
蛇
座
W
星
の
光
度
測
定
、
意
外
な
三
殿
が
駈
に
見
え
出
し

カ
、
週
期
ば
三
百
八
九
十
日
位
で
未
だ
正
躍
で
、
ば
な
い
が
、
光
撹
差
ほ
、
六
・
九

尊
か
ら
一
〇
・
二
等
ま
で
、
三
審
級
以
上
に
及
び
、
光
度
曲
線
俵
善
通
の
ミ
ラ

型
ご
ば
少
し
く
異
ろ
模
様
ら
し
い
。
叉
、
定
常
の
位
相
が
無
い
。

　
夜
八
暗
か
ら
天
文
肇
ゐ
囲
、
ベ
イ
リ
老
教
授
か
「
ペ
ル
ー
及
び
チ
η
に
於
山
り

る
出
張
天
文
そ
」
の
話
し
ん
、
ぜ
ら
れ
か
。
い
つ
も
な
が
ら
堂
は
瀧
員
以
上
で
、

＋
人
堅
ほ
席
無
に
立
っ
て
る
る
。
空
ぱ
珍
ら
し
く
晴
れ
て
み
る
が
、
寒
い
9

日
本
の
議
暫
解
散
の
報
至
る
。
此
の
解
散
ば
中
期
一
て
る
な
か
つ
れ
わ
け
で

ば
な
い
が
、
只
此
の
解
赦
の
動
機
か
、
特
別
汽
車
の
顛
復
計
茜
や
議
場
混
乱
や

ら
で
に
篤
か
ざ
う
た
得
な
い
。
昨
年
の
震
災
以
來
、
日
本
の
杜
禽
目
鼻
｝
般
に
大

に
興
奮
し
て
み
ろ
ら
し
い
。
も
？
、
落
付
か
な
，
曳
て
に
Q

豊
・
怠
日
（
金
）

欝
鷺
幾
遍
黙
裳
着
鑑
磯
糊
塗
智
な
咳
危
篤

虐
の
こ
ぜ
で
あ
る
。
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誕
月
二
日
（
土
）

　
朝
、
銀
行
く
寄
っ
て
、
そ
れ
か
ら
天
丈
蓬
行
き
。

　
天
丈
璽
の
C
ビ
〃
デ
ン
グ
の
窓
か
ら
眺
め
る
ビ
、
正
面
に
番
ろ
北
瀞
ス
ト
ン

の
空
が
罪
常
に
畑
っ
て
み
ろ
。
あ
大
か
も
大
火
事
の
や
う
だ
。
太
西
洋
か
ら
の

風
の
吹
き
ま
は
し
に
よ
ろ
の
だ
ろ
う
が
、
夜
間
こ
ん
な
の
に
攻
ぜ
ら
れ
て
に
、

天
文
の
徒
事
な
ざ
ば
散
々
だ
な
ご
書
思
ふ
。
現
代
都
市
情
天
文
に
に
纏
物
だ
9

島
月
…
晶
日
（
日
）

　
か
ね
て
永
野
恭
介
氏
の
御
招
き
に
よ
り
、
今
日
匡
室
住
野
村
上
客
ミ
共
に
、

四
人
で
、
セ
ー
レ
仏
行
き
。
朝
十
時
五
分
の
汽
車
で
北
停
車
場
か
画
し
、
セ
ー

レ
ム
羅
で
水
野
氏
に
迎
え
ら
れ
六
Q
外
ば
曇
り
空
で
、
可
な
り
戯
し
い
些
が
降

っ
て
み
ろ
Q
其
の
申
か
、
水
野
氏
ぱ
先
頭
に
立
っ
て
、
ダ
ー
ビ
ー
街
た
，
案
内
砿

ら
れ
、
先
づ
有
名
な
昔
の
税
關
、
そ
れ
か
ら
丈
豪
ホ
ー
ソ
ー
ン
の
小
説
で
名
高

い．

ｯ．

X
．
三
吟
寛
・
画
引
讐
・
モ
ー
窒
敷
馨
請
・
同
繁

に
動
物
學
着
ぜ
し
て
、
明
治
の
初
年
日
杢
果
京
大
學
に
雇
ば
れ
、
實
に
日
本
の

勤
物
學
な
遭
い
六
恩
人
で
め
ろ
Q
八
ナ
の
老
齢
で
め
う
が
、
元
漏
ぶ
く
吾
々
一

行
な
迎
へ
ら
れ
、
深
々
芝
し
距
書
齋
で
暫
く
雑
談
．
敷
授
に
牲
下
よ
り
賜
匡
つ

た
働
｝
等
の
旭
口
実
な
ご
な
出
し
て
來
て
見
ぜ
ら
れ
ろ
。
そ
れ
か
ら
、
蚊
授
鵡

で
二
子
か
頂
き
、
辞
し
て
、
又
下
町
へ
行
き
、
ピ
ー
ボ
デ
ー
廿
勘
舘
や
エ
セ
ク

ス
錦
ん
目
見
敦
後
、
四
時
陣
唄
ナ
ー
シ
ヤ
ン
霞
‘
の
ア
ダ
ム
ス
家
｝
に
招
か
れ
、
一
晩
鍵
か

い
象
ジ
く
O
食
事
申
、
ロ
ー
ズ
モ
ン
ド
嬢
の
口
か
ら
、
茜
剛
大
絆
、
調
ウ
・
イ
ル
ソ
ン

任「

ﾌ
逝
去
の
曲
名
な
斗
㌔
い
直
バ
Q

　
午
後
入
時
ヂ
、
セ
ー
レ
ム
登
で
ケ
ン
プ
リ
チ
に
婦
ろ
。

簡醐

詩
п
c
日
（
月
）

　
朝
十
時
か
ら
天
グ
7
内
や
に
り
海
蛇
座
W
星
の
研
究
。

　
ロ
ン
ド
ン
よ
り
の
涌
信
に
よ
り
、
昨
年
十
二
月
十
四
口
の
英
魂
ロ
ー
ヤ
ル
天

・
文
七
命
肖
一
戸
昌
席
上
で
自
分
が
フ
ェ
ロ
ー
に
推
薦
さ
れ
・
カ
・
｝
ご
熟
知
っ
糞
。

嵩
三
遷
日
（
火
）

　
お
一
ひ
一
み
に
「
宅
へ
研
即
ろ
ぐ
」
吾
㌧
、
天
網
．
貿
か
四
ら
ベ
イ
刀
弘
’
授
ビ
コ
ン
コ
ー
ド
街
か

同
道
し
六
が
、
歩
道
ば
蜜
が
多
い
六
め
、
左
側
車
道
な
あ
ろ
く
。
老
人
ご
睡
も

大
歪
な
も
の
だ
Q

　
夕
食
に
室
住
野
村
爾
氏
潜
ま
れ
く
、
そ
れ
か
ら
十
一
蒔
頃
ま
で
世
間
話
。

鐸
月
六
旧
ハ
水
）

　
今
日
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
市
で
は
故
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
葬
式
が
行
ば
れ
、
從
っ
て
貢

フ
イ
ス
ば
一
般
に
休
業
し
て
み
ろ
Q
天
牽
制
で
も
、
A
ビ
ル
デ
ン
グ
の
入
口
に

は
大
き
な
誌
條
旗
が
牛
ば
拐
げ
ら
れ
て
る
ろ
Q
し
か
一
、
入
間
離
れ
の
し
て
み

る
天
文
．
腰
内
店
で
ば
、
人
〃
，
が
例
の
如
く
研
究
な
績
け
て
る
る
。
自
分
ば
海
蛇

座
W
星
の
研
究
終
ろ
。
結
果
、
攣
光
週
期
三
百
入
十
五
日
二
、
光
度
に
七
。
九

等
か
ら
一
Q
・
二
等
の
聞
に
攣
す
ろ
。

島
月
露
日
（
木
）

　
天
交
．
：
の
前
庭
で
、
小
供
蓮
が
氷
す
。
へ
り
鼠
す
べ
り
海
や
ろ
シ
ー
。

　
夕
方
、
水
野
（
セ
ー
レ
ム
よ
り
）
、
室
佳
、
野
村
王
氏
た
招
い
て
晩
餐
な
驚
．
に
．

す
。

魑嗣

飼
ｪ
日
（
金
）

　
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
に
艦
座
R
R
星
の
研
究
結
果
た
わ
旗
す
。
ヲ
ヤ
プ
レ
ー
氏
の

穐
丈
に
か
』
に
ら
す
、
此
の
星
に
恩
第
二
将
三
期
が
見
付
か
ら
な
い
Q
爾
、
イ
．

ン
ネ
ス
の
機
表
し
た
霊
光
週
期
ば
少
し
誤
っ
て
み
る
。

　
正
午
、
天
丈
菖
の
庭
で
雪
す
べ
協
に
冒
群
が
ろ
瓢
虫
円
年
糞
ち
の
騒
ぎ
振
り
た
爲
、

置
ハ
に
三
つ
公
。

．
々
方
、
蜀
り
で
ボ
ス
ト
ン
行
き
。
グ
ド
ス
ビ
ー
ド
の
古
本
屋
か
四
六
後
、
コ

ロ
ン
バ
ス
街
の
柳
川
亭
へ
行
き
、
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
よ
り
來
糞
赤
木
氏
や
、
他
の
阻
．

生
遙
定
回
し
て
、
先
づ
日
本
學
生
甚
三
三
會
創
立
の
猛
た
相
談
し
、
毛
噂
頃
か

ら
晩
餐
會
霊
な
つ
カ
〇
十
畔
蝉
宅
。

＝
園
四
九
日
（
土
）

　
今
n
口
か
ら
、
　
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
の
委
嘱
に
よ
リ
マ
セ
ラ
ン
星
君
臨
巾
の
胤
愛
南
尤
星
准
・

硯
究
す
る
こ
虐
ビ
な
り
、
C
ビ
レ
デ
ン
グ
略
言
に
席
旭
～
つ
興
へ
ら
れ
大
。

夜
、
招
か
れ
て
ボ
ス
ト
ン
．
の
づ
ン
モ
ン
エ
ル
ス
街
に
ミ
ス
・
シ
ア
ウ
ソ
ド
旭
・

訪
問
．
、
會
々
來
市
ぜ
ら
れ
た
吉
田
構
町
講
伯
夫
妻
ミ
三
つ
乳
。
融
伯
ぼ
近
H
當
恥
．

で
日
本
町
の
展
鷹
曾
た
開
か
れ
ろ
．
筈
）

黒
月
や
日
（
臼
）

　
寒
く
て
！
＼
終
日
家
の
中
に
み
み
。
夕
方
、
一
寸
、
ス
〃
エ
ア
ま
で
敢
歩
9

三
五


